
気泡モルタルによる急斜面上の道路盛土工事（その２）
－　挙動計測結果　－
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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

　気泡モルタルを用いた軽量盛土工法は、軽量性、施工性の良さから急峻な斜面での道路建設や軟弱地盤上

の盛土などに多く採用されてきている。今般、ダムの建設に伴い急峻斜面に付替道路等を建設するに際し、

盛土高さ 10.5ｍの盛土を建設する１）際に、施工当初から完成後４ヶ月間、計測を実施したので報告する。

２．計測概要２．計測概要２．計測概要２．計測概要

　図１に計測断面を示す。土圧計は盛土体底面の鉛

直応力を計測するため、基礎コンクリート上面およ

び吹付けモルタル表面に受圧面を一致させて設置し

てた。埋込ひずみ計は土圧計計測値を検証する目的

で土圧計の近傍に設置した。縫地鉄筋のひずみ計は、

背面地山と盛土体の一体性を確認するため、2m の

鉄筋（D29）の中央に溶接ゲージを溶着したものを

ゲージ中心が吹付けモルタル面の位置となるように

２ヶ所に設置した。また、せん断変位計は、背面地

山に固定し、温度計測のための熱電対を配置した。

１． 計測結果

１）底盤部の応力（土圧）

　土圧計の計測値を上載荷重とともに図２に示す。

計測値は気泡モルタルの打設やガードレール基礎の

施工による荷重増加に対応した日に増加を示してい

る。しかし、初期の段階では、特に、基礎コンクリ

ート面に設置した土圧計 EP1、EP2 の計測値が上

昇後に低下し、盛土完成後も徐々に低下する傾向に

ある。一方、小段部の EP3 は、指示値が低下する

部分もあるが、概ね上昇傾向を示した。これは、版

状の硬化体が順次打設され剛性を持つこと、硬化収

縮や温度上昇による膨脹、断面形状などが関係して

いる可能性があるが、原因は明らかでない。このよ

うな傾向は、文献２）にも報告されている。データ

を細かく見ると上層の打設時には各段階ごとに土圧

が上昇していることから、土圧計の受圧面と気泡モ

ルタルの剥離はないと考えられる。そこで、打設時の土圧の上昇分を加算したものが、図３である。盛土高

　　　　　図１　計測断面と計器の設置位置

　　　　　図２　土圧計の指示値の経時変化

キーワード：軽量盛土、気泡モルタル、現場計測
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の上昇とともに土圧が増加するが、上載荷重に比べ

て小さい値となった。EP3は盛土打設完了後も徐々

に増加、3ヶ月ほぼ一定値に収束した後低下した。

　土圧計と対応させて設置したひずみ計の計測値に

温度補正を行った結果を図４に示す。気泡モルタル

打設初期に変動があるが、硬化時の温度上昇に続い

て上載荷重による圧縮ひずみが生じている。無応力

容器中のひずみ計の低下量との差と施工時に採取し

た供試体の圧縮試験結果から求めた弾性係数

530MPa を用いて応力が求められる。結果を土圧

の計測結果とともに表１に示す。

　　　表１　土圧・作用応力（ｋＮ／ｍ２）
位　置 基礎面谷側 基礎面山側 小段上
土圧計計 63 61 48
ひずみ計 180 60 57
上載荷重 118 118 96
作用比率 0.53-1.5 0.51-0.52 0.5-0.59

ひずみ計(ES1)の結果から求めた応力が異常に大き

いがその他は、土圧計とひずみ計から求めた値がほ

ぼ一致し、上載荷重の約 50％が作用している。

２）地山と盛土の一体性

　地山と打設した気泡モルタルの一体性を確認する

ために設置した、せん断変位計の計測結果を図５に

示す。打設時に 0.004mm、硬化後に 0.002mm 程

度の変位があるが安定している。縫地鉄筋のひずみ

から求めた地山面の変位もせん断変位計の値以下で

一体性が良好であると考えられる。

３）現象の原因

　底盤部に作用する土圧（応力）が上載荷重に比べ

て大幅に小さい結果が得られた。このような現象の

生ずる原因として考えられるのは、以下の２点であ

る（図６参照）。

(1)地山と盛土体の一体性がよいことから、地山

斜面部に上部ﾌﾞﾛｯｸの重量が支持されている。

(2)型枠取り付け用のＨ型鋼と盛土体との一体性

もよいと考えられ、Ｈ型鋼が荷重を分担している。

３．終わりに３．終わりに３．終わりに３．終わりに

盛土体の安定性は確認されたが、計測結果の現象

を解明するための解析を試みている３）。また、機会

があれば計測でも検証したい。
　参考文献
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　　　　　　　図３　土圧の補正値

　　　　　図４　埋込ひずみ計のひずみ変化

　　　　図５　せん断変位計の計測値の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　地山斜面に支持

　Ｈ形鋼　　　　　　　　　　　　されるブロック

　の支持

　　　　　　　　　　　　　　版状硬化体

　　　　図６　盛土荷重支持概念

せん断変位計の変位量
－：下方向
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